	第１６回 高知県四万十川流域保全振興委員会（概要版）

	日時
	平成２６年３月２５日（火）　１４：００～１６：００

	場所
	四万十市立中央公民館　1階　大会議室

	参加者
	２３名

	配布資料
	第１６回高知県四万十川流域保全振興委員会　会議次第

第１６回高知県四万十川流域保全振興委員会　出席者名簿

資料１：清流基準調査地点の見直しについて　～住民参加ができる地点へ～

資料２：目標指標【54項目】平成14年度～平成24年度総括

参考資料：目標指標参考資料

	議事録

	○委員の開催要件の充足

委員13名のうち、10名が出席。委員の過半数の出席のため、会の開催要件を充足。

○本会の議題

（１）　清流基準調査地点の見直しについて～住民参加ができる地点へ～

（２）　目標指標【54項目】平成14年度～平成24年度総括
○各議題について

１．清流基準調査地点の見直しについて
【事務局】

事務局が資料１に沿って、以下の項目を説明

四万十川流域の12の調査地点を、現場状況や学校参加の適否等から総合判断し、変更、廃止、継続の結果を以下のとおり提案。
【変更】①四万十川鍛冶屋瀬→四万十川作屋　②四万十川橘→四万十川用井

　　　　　 ③中筋川→四万十川十川

　  【廃止】①仁井田川　②後川
　【継続】①四万十川大正流量観測所②四万十川具同③吉見川④檮原川⑤広見川

⑥目黒川⑦黒尊川
【中越会長】

・地点変更には、学校が近傍にあることや、協働で実施した実績等がある地点に変更するということ。
・清流基準調査としてのデータがとれるところにするという整理。

【植田委員】

・中筋川については、水質調査をして水質改善の努力をするためのものと考えると難しい。
・何を目標として調査するのか、水質改善することを目的として調査するのか、整理して公表するときもその配慮は必要である。
【山下委員】

・四万十川本流をメインにした調査ということなら、今回の地点設定は妥当。生物多様性とか色々な環境があると示したいのであれば、また色々な地点配分がある。

【依光委員】

・仁井田川の水質については継続調査してほしい。
【事務局回答】

・仁井田川については、過去から行政が公共用水域として、水質調査を継続している。清流基準の項目は、清流度（川の透明度）と水生生物の評価と窒素、リンである。この中で、窒素、リンは行政が以前から継続して行っている公共用水域と同じ調査なので、窒素、リンの計測は継続して調査をし、清流度、水生生物の調査をこの地点としては削除したいという提案。
【中越会長】

・12地点のうち行政が公共用水域の水質調査をしている地点はどこか。

【事務局回答】

・四万十川では、鍛冶屋瀬橋、大正流量観測所、具同。支流は、仁井田川、吉見川、檮原川、広見川、後川、中筋川。

【中越会長】
・行政の行う水質調査は先ほどの９地点で継続するが、清流度（透明度）及び水生生物の調査がなくなるということ。
・流域の水質調査への学校参加が少ないというのを見直すために、子ども達が調査に加わってくれるところに移すべきであるという提案。

・これはいつから施行か。

【事務局回答】

・調査地点が、四万十川条例の規則の中で別表として位置付けされているので、変更する手続きを要する。しかし、調査は学校の意向や希望時期に合わせて協働で実施する予定。
【中越会長】

・学校の希望が多い時期はいつ頃か。
・機材についてはどうか。新しい地点で行う学校について対応できるか。

【事務局回答】

・春の調査は、梅雨が始まる前の一学期や、秋に実施する事例が多い。

・機材については従来から継続してやっている学校には配布済み。また、四万十川財団にも予備が１つあり、対応は可能と考えている。

（議題について委員会は了承）

＜以下省略＞
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